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はじめに

平均寿命の伸びと少子高齢化が世界でも突出している日本では、認知症の増加も欧米

に比べ著しい。団塊の世代が 75 歳以上になる2025 年には認知症高齢者数は約 700 万

人となり、 65 歳以上の高齢者では 5 人に１人を占める見込みである。大変な時代の到来で

ある。

こうした状況に対する国の施策が認知症施策推進総合戦略（新オレンジプラン）であり、

その核心になるのが「地域包括ケアシステム」である。これは重度な要介護状態となっても

住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最後まで続けることができるよう、住まい・医療・

介護・予防・生活支援を一体的に提供するケアシステムである。

国の施策として 2009 年 10 月1日に当センターに設置された全国で唯一の「若年性認知

症コールセンター」には様 な々相談が寄せられている。このたび刊行の運びとなった「若年

性認知症コールセンター 2016 年報告書」からは、認知症のご本人やご家族、また、介護

職の人たちの関わり方の実態が浮かび上がってくる。

コールセンターの年間の相談件数は、発足当時の 2010 年の 1055 件から2013 年には

2197 件に達し、以後 2000 件台が続いていたが、新オレンジプランに基づき各都道府県に

若年性認知症の人やその家族からの相談の窓口が設置され、そこに若年性認知症支援

コーディネーターが配置されることになったこともあり、2016 年は 1681 件に減少した。

当コールセンターに相談する人は介護者が 40.5％と最も多く、次いで本人が 39.1％を占め

ており、ご本人からの相談が比較的多いのが若年性認知症の特徴の 1 つと言える。また、

相談は複数回にわたるものが 730 件で、認知症高齢者に比べ比較的多いのも特徴である。

相談事業を通じて、自立支援事業、障害年金、精神障害者手帳の取得など、社会資源

の利用を知りその恩恵を受けた人も数多くいる。

新オレンジプランでは「認知症の人やその家族の視点の重視」を謳っているが、そういう

面でもご本人やご家族の生の声やご意見を集約する当コールセンターが貢献できれば幸い

である。
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